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出典: Eurostat

車両の購入: 3.6%

燃料と車両メンテナンス：6.5%

移動サービス:
2.9%

通信: 2.5%

住宅関連: 24.4%

家具等: 5.4%

洋服・靴: 5.0%

酒・たばこ: 4.0%

食費: 11.1%

保険: 2.5%

ホテル: 1.7%

外食: 6.8%

家計から見た移動 – 欧州の例
◼家計支出では移動は「住」に次ぎ2位．その約8割は自動車の所有

“移動”の
約8割

“移動”への支出
13%
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ビジネス的にも非常に魅力な領域



クルマの所有が広まる
↓

稼働率≈5%

T型フォード
(1908-1927, 約1500万台)

“農民のためのクルマ”

馬車

◼ T型フォード以降拡大した自動車の所有．その稼働率は5％程度

自家用車の所有

次の選択肢

23写真: Ford社



MaaS - コンセプトから現実へ
◼ MaaSが事業化されたことで「信じる/信じない」から「体系化」へ
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2014年6月

コンセプト提案
(ITS欧州会議)

2015年10月設立
産学官連携

論議のけん引役

2016年10月

MaaS Global社による
サービス試験導入

(フィンランド ヘルシンキ市)

MaaSの実現を
「信じる/信じない」

MaaSを
体系的に捉える、
普及・促進

事業化



Mobility as a Serviceとは何か
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多様な移動手段の統合

A B

公共交通
(鉄道・バス)

公共交通
(鉄道・バス)

シェア・サイクル
ライド・

シェアリング

カー・シェアリング

自家用車

◼ 多様な移動手段を統合的に結びつけ、簡単・便利に利用したい

駅
バス停

駅
バス停
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移動手段の多様化

さまざまな移動手段を組合せて使いたいが、
・個別に契約するのは面倒
・その都度それぞれ予約するもの面倒

簡単・便利に組合せて
利用できるサービス



出典: MaaS Global

◼ 世界に先駆けヘルシンキでMobility as a Serviceの提供を開始

MaaS Global社のWhim

SAMPO HIETANEN
CEO, MaaS Global

自動車の所有を超えるもの
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サービスの特徴 その1
◼ 公共交通機関の乗り放題を含めた月額定額制サービスの提案

月額約3万円で、
・市内公共交通乗り放題
・タクシー8回(10km以下)
・レンタカー2日間

月額制パッケージ

出典: MaaS Global 28



月額パッケージの
購入

チケット発行経路検索 移動方法の選択

◼ ひとつのスマホアプリで契約、経路検索からチケット発行までを完結

出典: MaaS Global

サービスの特徴 その2
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自動車は所有から利用へ
◼ 自動車の利便を否定するのではなく、自動車のシェアリングの推奨

出典: MaaS Global 30

所有から経験へ

必要な時に新型車を利用できる時代に、
自動車を所有し続ける意味はあるのだろうか？



SAMPO 
HIETANEN

CEO, MaaS Global
Pekka Möttö

CEO, Partner

フィンランドのMaaS提供事業者
◼ビジネスモデルの異なる企業がMobility as a Serviceを展開

MaaS提唱者Hietanen氏が
設立したMaaS提供事業者
B2Cビジネスを対象
オランダ、UKにも進出

自ら乗合タクシー事業を
手掛けるとともに、
B2B向けビジネス(企業や
公官庁の通勤等)を対象に
MaaSを展開

1976年創業のインフラ系
エンジニアリング会社
地域(local, region)を対象
としたMaaSを提供

32出典: 各社HP等



利用者
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MaaS以前の仕組み
◼利用者がそれぞれの交通事業者と個別に契約、予約、支払を行う

ライドシェアリング カーシェアリング サイクルシェア

契
約
予
約
支
払

交通事業者



MaaS提供
事業者A

公共交通機関や
ｶｰｼｪｱﾘﾝｸﾞ等を

組合せて利用できる
サービスを提供

(月額定額制など)

インターフェイス MaaS提供
事業者C

MaaS提供
事業者B

利用者、MaaS提供事業者、交通事業者を結ぶ
オープンなインターフェース

MaaS提供事業者の
指示・要望に応える

MaaS提供事業者と
契約することで様々な
移動手段を利用する
ことができる

利用者にとって
魅力あるサービスの
提供を目指す
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MaaSの仕組み
◼MaaS提供事業者が利用者の移動に関わる様々な手続きを代行

ライドシェアリング カーシェアリング サイクルシェア

交通事業者

利用者

カーシェアを
利用したい

インターフェース

インターフェース

公共
交通



先行するフィンランドの状況
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先行するフィンランドの狙い
◼ データのオープン化、MaaSを好機と捉え産業育成・経済成長を狙う

第2集団

フランス

デンマークオランダ

イギリス

フィンランド

オープンデータを推進する理由：
1. 税の使い道の改善
2. 新たなビジネス機会の創出

MaaSを推進する理由：
1. 地方行政の費用対効果の改善

(交通・高齢化対策等への補助金)

2. CO2削減
3. 人材の有効活用
4. 自動車購入による外貨流出の削減

トップ・ランナー

産業育成・経済成長

フィンランド

38フィンランド政府、ITS組織等への取材をもとに作成

データのオープン化



フィンランド - MaaSの枠組み
◼ 人の移動、物の移動、電動化、データ流通等を含めた広範な枠組

出典: フィンランド運輸・通信省

物流

公共
交通

eモビリティ
(電動化)

航空
海運

顧客

MaaS
Operator
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オンデマンド

コネクティッド

ファシリテーター

個々人に最適な
サービス

シェアリング

実現環境



フィンランド - 政府の姿勢
◼ 競争が良いサービス、強い産業の源泉．政府は環境整備を促進

出典: フィンランド運輸・通信省

新技術の取込み規制緩和 サービスの合理化

新規参入・イノベーションの促進
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より多くの競争が、より良いサービスを生む



交通事業の規制緩和
2018年7月から施行

◼交通事業、データ、サービスの3領域で法改正(規制緩和等)を推進

(交通法典)

出典: フィンランド運輸・通信省

フィンランド - 交通法典の改正

データ利活用
2018年1月から施行

41



出典: ITS Finland

交通法典の改定にかける想い
◼交通法典の改訂を機にモビリティ産業をテレコムに続く基幹産業に

運輸・通信大臣

1998-2011:
NOKIAが携帯電話
端末の最大手

42

フィンランドを移動関連サービスや
自動運転の実験場所として開放する



タクシー

月額料金

公共交通

5㎞以内10€

1日49€

30分以内使い放題

レンタカー

自転車

市内乗り放題

49€(約6500円) 499€(約6.5万円)

市内乗り放題

5㎞以内乗り放題

使い放題

使い放題

出典: MaaS Global 43

ヘルシンキでのサービス内容
◼ 都市にあったサービス内容と価格設定が決め手．試行錯誤も必要



Whim利用者の行動変化
◼利用者では自家用車の利用が半減し、公共交通利用が1.5倍に

公共交通
公共交通自家用車

自家用車

44出典: MaaS Global



フィンランド以外の動き
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スウェーデン - モビリティ プログラム
◼交通事業者とサービス提供者を結びつける大規模なプラットフォーム

利用者

出典：Samtrafiken

統合プラットフォーム(55社が参加)

交通
事業者

サービス
提供者
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・データのオープン化
・ビジネスルール整備



オーストリア - WienMobil
◼公的役割として統合プラットフォームを整備．インターフェイスを開放

統合プラットフォーム
(公的投資)

47出典：WienMobil

発券

会計

情報提供

登録

経路探索

予約 決済

動的情報

オープン・インターフェース
(民間へ解放)



アジアでの広がり – 台湾
◼政府主導でプラットフォームを準備．eコマースとの相乗効果に期待

出典：MOTC 50

政策 統合的
サービス

利用者
視点

MaaS



MaaS Alliance

出典： MaaS Alliance

◼ 産・官(政府、自治体)・学の専門家・識者が参画するコミュニティ

フィンランド
運輸・通信省

MaaS Global社

シーメンス社

タンペレ市

ヘルシンキ市

コペンハーゲン市
ロンドン大学

ミラノ市

52

PTV社



MaaS Allianceの活動

◼４つ重要なテーマについてそれぞれのワーキング・グループが活動中

単一市場実現に向けたガイドライン

出典： MaaS Alliance

規制緩和

インセンティブ

技術基準

データ保護、セキュリティ など
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単一市場

利用者

法的課題

技術

公正な競争

ユーザニーズとギャップ

サービス要件、社会認知、環境への配慮 など



- 人口増加
- 都市化
- 限られた行政予算
- 個人の台頭
- デジタル化

社会課題基盤サービス

メガトレンド

MaaSの捉え方
◼MaaSはメガトレンドにより生じる様々な社会課題を解く具体的方策

出典： MaaS Alliance 54

渋滞

大気質

コスト

住環境

デジタル化

サービス化

産官連携

新ビジネスモデル

MaaS
ルート検索
予約
ナビ
発券
予約
支払い



米国 - モビリティ・オン・デマンド
◼米国でのモビリティ・オン・デマンドは、Mobility as a Serviceと通底

出典：USDOT 55

公共交通の
改善

地域との連携

選択肢の拡大

安全

多様な
利用者
への
対応



Improved Safety
(交通安全)

交通事故、死傷者数の削減

-コネクティッドを含む先進技術

Enhanced Mobility
(自由な移動の実現)

低所得者層、身体障害者、高齢者を含め
すべての人の移動を改善

-リアルタイムでの情報提供
-新たな移動サービス

Enhanced Ladders
of Opportunity

(格差是正)

雇用、教育、福祉等が行き届いていない
居住地区の生活改善、地域の活性化

-先進技術をメリットを享受できる環境整備

Climate Change/
Environmental Mitigation

(気候変動/環境改善)

移動と環境を持続可能性が高く、
費用対効果の高い方法で両立

-先進技術・新たな政策の導入

出典：USDOT ITSJPO

社会課題

◼ 安全・環境に加え、格差是正・自由な移動の実現が求められる

米国の背景 - 社会課題の解決

56



今後の展開と課題
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MaaS提供
事業者A

公共交通機関や
ｶｰｼｪｱﾘﾝｸﾞ等を

組合せて利用できる
サービスを提供

(月額定額制など)

インターフェイス MaaS提供
事業者C

MaaS提供
事業者B

利用者、MaaS提供事業者、交通事業者を結ぶ
オープンなインターフェース

MaaS提供事業者の
指示・要望に応える

MaaS提供事業者と
契約することで様々な
移動手段を利用する
ことができる

利用者にとって
魅力あるサービスの
提供を目指す
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多様な地域・多様な利用者

◼MaaSを多様な地域・多様な利用者へと広げる試みも始まっている

ライドシェアリング カーシェアリング サイクルシェア

交通事業者

カーシェアを
利用したい

インターフェース

インターフェース

公共
交通

多様な地域・
多様な利用者

地域の多様性

利用者



出典：VTT

都市（Urban)
ニーズ：
・自家用車利用の削減
(渋滞、駐車場問題)
・排気ガス低減

移動手段：
・既存の公共交通
・車・バイクのレンタルや
シェアリング

郊外(Suburban)
ニーズ:
・セカンドカーを不要にする
・ファースト/ラストマイル移動の確
保

移動手段:
・パーク&ライド
・オンデマンド交通
・都市‐郊外間の移動サービス

田舎(Rural)
ニーズ：
・交通手段の効率・利用率向上
・サービスレベルの維持
・社会参加等への移動の保証

移動手段：
・デマンド交通、タクシー
・遠距離交通への接続
・自動車の相乗り
・宅配(小包、図書、食品類、
薬等)とのサービス連携

多様な地域への対応
◼ 地域毎の目的や移動手段を分析・整理．日本との類似性あり

59



出典：Liberty Mobility Now

C：Connected
A: Autonomous
S: Shared
E: Electric

◼ 移動手段の選択肢は少ないが、信頼関係・技術受容性に強み

田舎の強み

60

信頼関係

田舎におけるMaaSを支える構造

自動運転機能を
備えたトラクター



◼ 「移動が制約となり社会参加に支障をきたす」状況打開への挑戦

多様な利用者への対応

出典：IRU 61

➢ 6か国9つの企業・団体が参加
➢ 昨年の10月から3カ年
➢ 約4億円(欧州委員会)



出典：European Union agency for railways 62

難しさ – 細切れの陸上交通
◼ロンドンからアムステルダムまで11の異なる鉄道システムを経る必要



難しさ – 業界毎の規格・基準
◼既存の業界標準等を活用したデータ流通を促進する仕組みの構築

63出典：Catapult

バス 自転車 駅

鉄道



難しさ – 商法・商慣習の壁
◼MaaSは様々なチケットを統合．チケットの再販をめぐる法整備課題

Mobility as a Service
統合的なチケットは、

新商品? チケットの再販?

64出典：Stagecoach
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難しさ – 物理的な環境整備
◼交通結節点での乗継ぎ利便の向上を目指した都市計画との連携

出典：ヘルシンキ市



MaaSを実現するエコシステム
◼MaaS実現には、様々なステーク・ホルダーが協力していくことが必要

出典：Fluidtime社 66

供給 需要

利用者
情報基盤

都市・自治体

交通事業者

技術

MaaS
提供事業者



市場のあり方
◼ 独占を排除し競争を促すには、オープンな情報基盤の構築が必要

出典: MaaS Global

オープンな
データ利活用基盤
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3通りのマーケット進化のシナリオ

MaaS
提供事業者

交通事業者

IT関連企業が
独占

公共交通事業者
が独占

エコシステムを形成



時刻表 自家用

Reserved

予約した自動車を
利用する

用意されている
自転車を利用する

個人や世帯で
所有する

タクシー

電動化・自律化(自動運転)

誰かを乗せる
電車・バス

公共交通とは何か?

同乗する
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オンデマンド (利用したい時に利用できる)

カーシェアリング・
シェアサイクルライドシェアリング

◼ “移動手段を他人と共有するもの”＝”公共交通”として捉えなおす



MaaSを通じて見えてくるもの

69

✓ 自治体は、交通事故や交通渋滞といった交通課題に加え、格差是正や移動
の自由確保などの社会課題を多様な利用者や多様な地域への対応含め限
られた財源のなかで解決しなければならない状況に直面している.

✓ 一方、ITの進化・浸透をチャンスと捉え、新たな高付加価値ビジネスを探索す
る企業や人々の生活を豊かにしようと社会変革に挑もうとするスタートアップな
どの様々な事業主体が存在している.

✓ Mobility as a Service (米国ではMobility on Demand)という思想が
広く受け入れられ、それらが自治体と事業主体の橋渡しとなり、Win-Winに
向けた具体的な動きへと繋がりつつある．

✓ 現在はWin-Winに向けた一歩が踏み出されたところであり、当面は課題解決
に向けた様々な試行錯誤が繰り返される黎明期と言える．個々の事例に捕ら
われすぎることなく、今後起きうるかもしれない大きな変革に目を向ける必要が
ある.

✓ 何れの試行錯誤も実装される現場の実情を無視してはWin-Winは達成され
えない．多様な利用者や多様な地域が存在することを認識したうえで、それぞ
れの実情に合ったITSの実装を推進していく必要がある.



ご清聴ありがとうございました


